
(57)【要約】

【課題】　本発明は合成樹脂印刷装置に関し、作業者の

技能の程度に影響されないで、印刷精度の向上を図るこ

とを目的とする。

【解決手段】　ステージ１４０上には、集合基板２１の

厚さに対応した厚さの金属ブロック１４４，１４５が固

定してある。ステージ１４０が上昇して金属ブロック１

４４，１４５が印刷用メタルマスク３２に接触したとき

にランプ２２２が点灯するようにした報知装置２２０が

設けてある。ランプ２２２が点灯した時点でステージ１

４０の上昇を停止させることによって、集合基板２１が

印刷用メタルマスク３２に最適に接触した状態となる。

【選択図】　図１

JP 2005-297434 A 2005.10.27



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ス テ ー ジ が 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 接 近 す る よ う に 移 動 し て き て 停 止 し 、 該 印 刷 用 メ タ ル
マ ス ク を 使 用 し て 合 成 樹 脂 を 該 ス テ ー ジ 上 の 被 印 刷 物 に 印 刷 す る 合 成 樹 脂 印 刷 方 法 に お い
て 、
　 上 記 ス テ ー ジ 又 は 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 、 該 被 印 刷 物 の 厚 さ に 対 応 し た 突 起 部 を 設 け 、
　 該 突 起 部 が 上 記 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク 又 は ス テ ー ジ に 接 触 し た こ と を 検 知 し て 、 該 ス テ ー
ジ の 印 刷 時 の 位 置 を 決 定 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 合 成 樹 脂 印 刷 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ス テ ー ジ が 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 接 近 す る よ う に 移 動 し て き て 停 止 し 、 該 印 刷 用 メ タ ル
マ ス ク を 使 用 し て 合 成 樹 脂 を 該 ス テ ー ジ 上 の 被 印 刷 物 に 印 刷 す る 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 に お い
て 、
　 上 記 ス テ ー ジ 又 は 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 該 被 印 刷 物 の 厚 さ に 対 応 し た 突 起 部 を 設 け る と
共 に 、
　 該 突 起 部 が 上 記 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク 又 は ス テ ー ジ に 接 触 し た こ と を 報 知 す る 報 知 手 段 を
備 え て な り 、
　 該 報 知 手 段 に よ る 報 知 に よ っ て 、 該 ス テ ー ジ の 印 刷 時 の 位 置 が 決 定 さ れ る よ う に し た こ
と を 特 徴 と す る 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ス テ ー ジ が ス テ ー ジ 移 動 手 段 に よ っ て 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 接 近 す る よ う に 移 動 し て き
て 停 止 し 、 該 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク を 使 用 し て 合 成 樹 脂 を 該 ス テ ー ジ 上 の 被 印 刷 物 に 印 刷 す
る 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 に お い て 、
　 上 記 ス テ ー ジ 又 は 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 該 被 印 刷 物 の 厚 さ に 対 応 し た 突 起 部 を 設 け る と
共 に 、
　 該 突 起 部 が 上 記 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク 又 は ス テ ー ジ に 接 触 し た こ と を 検 知 す る 検 知 手 段 と
、
　 該 検 知 手 段 の 検 知 動 作 に 応 じ て 、 上 記 ス テ ー ジ 移 動 手 段 の 動 作 を 停 止 さ せ る 制 御 手 段 と
　 を 備 え た 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ス テ ー ジ が ス テ ー ジ 移 動 手 段 に よ っ て 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 接 近 す る よ う に 移 動 し て き
て 停 止 し 、 該 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク を 使 用 し て 合 成 樹 脂 を 該 ス テ ー ジ 上 の 被 印 刷 物 に 印 刷 す
る 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 に お い て 、
　 上 記 ス テ ー ジ に 、 該 被 印 刷 物 の 位 置 を 決 め る と 共 に 該 被 印 刷 物 よ り も 所 定 寸 法 突 き 出 し
て お り 、 沈 み 可 能 で あ る 構 造 の 被 印 刷 物 位 置 決 め 用 ピ ン を 設 け る と 共 に 、
　 該 被 印 刷 物 位 置 決 め 用 ピ ン が 上 記 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 接 触 し た こ と を 検 知 す る 検 知 手
段 と 、
　 該 検 知 手 段 が 検 知 動 作 し て か ら 所 定 の 時 間 経 過 し た 時 点 で 上 記 ス テ ー ジ 移 動 手 段 の 動 作
を 停 止 さ せ る 制 御 手 段 と
　 を 備 え た 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 合 成 樹 脂 印 刷 方 法 及 び 装 置 に 係 り 、 特 に 、 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク を 使 用 し て 集 合
基 板 の 上 面 に 実 装 し て あ る 半 導 体 素 子 を 合 成 樹 脂 で も っ て 封 止 す る よ う に 集 合 基 板 の 上 面
に 合 成 樹 脂 を 印 刷 す る 合 成 樹 脂 印 刷 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ １ （ Ａ ） は 最 終 製 品 で あ る 半 導 体 装 置 １ ０ を 示 す 。 半 導 体 装 置 １ ０ は 、 チ ッ プ 状 基
板 １ １ 上 に 半 導 体 チ ッ プ １ ２ が 実 装 し て あ り 、 且 つ 、 半 導 体 チ ッ プ １ ２ が 印 刷 に よ っ て 形
成 し て あ る 合 成 樹 脂 部 １ ３ に よ っ て 封 止 さ れ て い る 。 こ の 半 導 体 装 置 １ ０ は 、 図 １ ２ に 示
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す 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 ３ ０ を 使 用 し て 製 造 さ れ た 図 １ １ （ Ｂ ） に 示 す 半 導 体 装 置 集 合 体
２ ０ を 破 線 に 沿 っ て ス ク ラ イ ブ し て 個 片 化 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 ３ ０ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 内 部 に 空 間 を 有 す る ハ ウ ジ
ン グ ３ １ の 内 部 に 、 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク ３ ２ が そ の 枠 ３ ３ を メ タ ル マ ス ク 固 定 部 ３ ５ に よ
っ て 固 定 さ れ て 水 平 に 支 持 さ れ 、 メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 下 側 に 、 半 導 体 チ ッ プ １ ２ が 複 数 整
列 し て 実 装 し て あ る 大 き い 集 合 基 板 ２ １ が 搭 載 さ れ る ス テ ー ジ ４ ０ と こ の ス テ ー ジ ４ ０ を
昇 降 さ せ る ス テ ー ジ 昇 降 機 構 ５ ０ と を 備 え 、 メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 上 面 側 に ス キ ー ジ ６ １ を
左 右 に 移 動 さ せ る ス キ ー ジ 機 構 ６ ０ を 備 え 、 ハ ウ ジ ン グ ３ １ の 外 部 に 、 真 空 ポ ン プ ７ ０ 、
操 作 パ ネ ル ８ ０ 、 制 御 回 路 ９ ０ 等 を 備 え た 構 成 で あ る 。 ス テ ー ジ 昇 降 機 構 ５ ０ は 、 モ ー タ
５ １ を 有 す る 。 ス テ ー ジ ４ ０ の 上 面 に は 、 ワ ー ク で あ る 集 合 基 板 ２ １ を 位 置 決 め す る た め
の 位 置 決 め ピ ン ４ ３ が 設 け て あ る 。 ス テ ー ジ 昇 降 機 構 ５ ０ は 、 操 作 パ ネ ル ８ ０ の ボ タ ン 操
作 に よ っ て 動 作 し 、 停 止 ボ タ ン を 操 作 す る こ と に よ っ て 停 止 さ れ る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 モ ー タ ５ １ が 駆 動 さ れ て ス テ ー ジ 昇 降 機 構 ５ ０ が 動 作 さ れ 、 ス テ ー ジ ４ ０ が 上 昇 さ れ 、
図 １ ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 集 合 基 板 ２ １ が メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 下 面 に 接 触 し た 状 態 と し 、
ス キ ー ジ ６ １ を 左 右 に 移 動 さ せ て 熱 硬 化 性 の 合 成 樹 脂 を メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 開 口 内 に 刷 り
込 む よ う に し て 落 と し 込 ん で 、 合 成 樹 脂 部 １ ３ が 全 部 の 半 導 体 チ ッ プ １ ２ に 対 し て 一 括 し
て 印 刷 さ れ て 全 部 の 半 導 体 チ ッ プ １ ２ が 一 括 し て 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ス テ ー ジ ４ ０ の 最 終 高 さ Ｈ ０ の 調 整 、 即 ち 、 集 合 基 板 ２ １ が メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 下 面 に
接 触 し た 状 態 の 調 整 は 、 作 業 者 が 目 視 で 行 っ て お り 、 専 ら 作 業 者 の 技 能 に 頼 っ て い た 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ９ ７ ３ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の た め 、 ス テ ー ジ ４ ０ を 最 終 高 さ Ｈ ０ に 最 適 に 位 置 決 め す る 作 業 は 時 間 が か か り 作 業
性 が 良 く な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ス テ ー ジ ４ ０ を 最 終 高 さ Ｈ ０ 、 即 ち 、 集 合 基 板 ２ １ の メ タ ル マ ス ク ３ ２ に 対 す る
位 置 に ば ら つ き が 出 る こ と が 避 け ら れ な か っ た 。 図 １ ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ス テ ー ジ ４
０ が 上 記 高 さ Ｈ ０ よ り 若 干 下 側 の 高 さ Ｈ １ で あ る 場 合 に は 、 密 着 不 足 と な り 、 逆 に 、 同 図
（ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 ス テ ー ジ ４ ０ が 上 記 高 さ Ｈ ０ よ り 若 干 上 側 の 高 さ Ｈ ２ で あ る 場 合 に
は 、 集 合 基 板 ２ １ の メ タ ル マ ス ク ３ ２ へ の 押 し 付 け が 強 過 ぎ る こ と に な る 。 こ の 場 合 に は
、 印 刷 の 精 度 が 低 く な り 、 場 所 に よ っ て は 、 合 成 樹 脂 が 集 合 基 板 ２ １ と メ タ ル マ ス ク ３ ２
と の 間 の 隙 間 ２ ５ に は み で て し ま う こ と が 起 き 、 ス テ ー ジ 昇 降 機 構 ５ ０ に よ っ て ス テ ー ジ
４ ０ を 下 降 さ せ て 、 集 合 基 板 ２ １ を メ タ ル マ ス ク ３ ２ か ら 離 し た 状 態 で 、 図 １ １ （ Ｂ ） 中
、 符 号 １ ３ Ａ で 示 す よ う に 合 成 樹 脂 部 が 正 常 に 形 成 さ れ な い 場 所 が 現 れ た り す る 。 ま た 、
集 合 基 板 ２ １ の メ タ ル マ ス ク ３ ２ へ の 押 し 付 け が 強 過 ぎ る 場 合 に は 、 メ タ ル マ ス ク ３ ２ に
作 用 す る テ ン シ ョ ン が 強 く な り 、 メ タ ル マ ス ク ３ ２ を 傷 め て そ の 寿 命 が 無 用 に 短 く な っ て
し ま う こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 合 成 樹 脂 印 刷 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 ス テ ー ジ が 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 接 近 す
る よ う に 移 動 し て き て 停 止 し 、 該 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク を 使 用 し て 合 成 樹 脂 を 該 ス テ ー ジ 上
の 被 印 刷 物 に 印 刷 す る 合 成 樹 脂 印 刷 方 法 に お い て 、
　 上 記 ス テ ー ジ に 、 該 被 印 刷 物 の 厚 さ に 対 応 し た 突 起 部 を 設 け 、
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　 該 突 起 部 が 上 記 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク に 接 触 し た こ と を 検 知 し て 、 該 ス テ ー ジ の 印 刷 時 の
位 置 を 決 定 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス テ ー ジ の 最 終 高 さ に 最 適 に 位 置 決 め す る 作 業 を 、 作 業 者 の 技 能 の 巧
拙 に 影 響 さ れ ず に 、 正 確 に 且 つ 作 業 性 良 く 行 う こ と が 出 来 る 。 よ っ て 、 印 刷 を 精 度 良 く 行
う こ と が 出 来 る 。 ま た 、 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク の 傷 み が 少 な く 、 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク の 長 寿
命 化 を 図 る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ に な る 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ を 示 す 。 真 空 合 成 樹 脂 印 刷
装 置 １ ３ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ １ の 内 部 に 、 メ タ ル マ ス ク 固 定 部 １ ３ ５ と 、 ス テ ー ジ １ ４
０ と 、 ス テ ー ジ 昇 降 機 構 １ ５ ０ と 、 ス キ ー ジ 機 構 １ ６ ０ と を 備 え 、 ハ ウ ジ ン グ １ ３ １ の 外
部 に 、 真 空 ポ ン プ １ ７ ０ 、 操 作 パ ネ ル １ ８ ０ 、 制 御 回 路 １ ９ ０ 、 駆 動 回 路 ２ ０ ０ ， ２ １ ０
等 を 備 え た 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク ３ ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 金 属 板 で あ り 、 複 数 の 印 刷 用 の 窓 ３ ２
ａ を 有 し 、 周 囲 に 枠 ３ ３ が 固 定 し て あ る 構 成 で あ り 、 枠 ３ ３ を メ タ ル マ ス ク 固 定 部 １ ３ ５
に 固 定 さ れ て 水 平 に 支 持 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス キ ー ジ 機 構 １ ６ ０ は メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 上 面 側 に 配 置 し て あ り 、 ス キ ー ジ １ ６ １ を メ
タ ル マ ス ク ３ ２ の 上 面 に 押 し 当 て つ つ 左 右 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス テ ー ジ １ ４ ０ は メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 下 側 に 配 置 さ れ る 。 ス テ ー ジ １ ４ ０ は 図 ２ に 示 す
よ う に 、 金 属 板 で あ り 、 上 面 の 中 央 に 、 集 合 基 板 搭 載 部 １ ４ ２ を 有 し 、 こ の 集 合 基 板 搭 載
部 １ ４ ２ に 集 合 基 板 位 置 決 め ピ ン １ ４ ３ が 固 定 し て あ り 、 集 合 基 板 搭 載 部 １ ４ ２ の 両 側 に
沿 っ て 突 起 部 と し て の 金 属 製 で 断 面 が 四 角 で 細 長 い 形 状 の 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ が
固 定 し て あ る 。 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ の 厚 さ ｔ １ は 集 合 基 板 ２ １ の 厚 さ ｔ ０ と 等 し
い か こ れ よ り 若 干 厚 く 定 め て あ る 。 よ っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 半 導 体 チ ッ プ １ ２ が 複 数
整 列 し て 実 装 し て あ る 集 合 基 板 ２ １ が そ の 穴 ２ １ ａ を 位 置 決 め ピ ン １ ４ ３ に 嵌 合 さ せ て 集
合 基 板 搭 載 部 １ ４ ２ に 搭 載 さ れ た 状 態 に お い て 、 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ の 上 面 １ ４
４ ａ ， １ ４ ５ ａ の 高 さ Ｈ １ ０ は 、 集 合 基 板 ２ １ の 上 面 ２ １ ｂ の 高 さ Ｈ １ １ と 同 じ 高 さ 或 い
は こ れ よ り も ０ ． １ ｍ ｍ 程 度 高 い 高 さ に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ス テ ー ジ 昇 降 機 構 １ ５ ０ は 、 モ ー タ １ ５ １ に よ っ て 駆 動 さ れ て 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ を 昇 降
さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ に は 、 上 昇 す る ス テ ー ジ １ ４ ０ が 最 適 高 さ に 到 っ た こ と を
知 ら せ る 報 知 装 置 ２ ２ ０ が 設 け て あ る 。 報 知 装 置 ２ ２ ０ は 、 電 源 ２ ２ １ 及 び ラ ン プ ２ ２ ２
が 直 列 に 接 続 し て あ り 、 電 源 ２ ２ １ か ら 延 び て い る 電 線 ２ ２ ３ の 端 が ス テ ー ジ １ ４ ０ に 接
続 し て あ り 、 ラ ン プ ２ ２ ２ か ら 延 び て い る 電 線 ２ ２ ４ の 端 が メ タ ル マ ス ク ３ ２ に 接 続 し て
あ る 電 気 回 路 で あ る 。 ラ ン プ ２ ２ ２ は 操 作 パ ネ ル １ ８ ０ に 設 け て あ る 。 ス テ ー ジ １ ４ ０ と
メ タ ル マ ス ク ３ ２ と が 上 記 の 電 気 回 路 中 の ス イ ッ チ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 集 合 基 板 ２ １ に 合 成 樹 脂 の 印 刷 を 行 う に は 、 先 ず 、 低 い 位 置 に 位 置 し て い る ス テ ー ジ １
４ ０ に 集 合 基 板 ２ １ を 搭 載 し 、 真 空 ポ ン プ １ ７ ０ を 駆 動 さ せ て ハ ウ ジ ン グ １ ３ １ の 内 部 の
空 気 を 排 気 し 、 操 作 パ ネ ル １ ８ ０ の ボ タ ン を 操 作 し て モ ー タ １ ５ １ を 駆 動 さ せ て ス テ ー ジ
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昇 降 機 構 １ ５ ０ を 動 作 さ せ 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ を 図 １ ３ （ Ａ ） に 示 す 状 態 に ま で 上 昇 さ せ る
。 ス テ ー ジ １ ４ ０ が 図 １ ３ （ Ａ ） に 示 す 位 置 に 近 づ く と ス テ ー ジ 上 昇 速 度 は 低 速 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス テ ー ジ １ ４ ０ が 低 い 位 置 に 位 置 し て い る 間 は 、 報 知 装 置 ２ ２ ０ の 電 気 回 路 は 開 い て お
り 、 ラ ン プ ２ ２ ２ は 消 灯 状 態 で あ る 。 ス テ ー ジ １ ４ ０ が 上 昇 し て 、 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ，
１ ４ ５ が メ タ ル マ ス ク ３ ２ に 接 触 す る と 、 報 知 装 置 ２ ２ ０ の 電 気 回 路 が 閉 じ 、 ラ ン プ ２ ２
２ が 点 灯 す る 。 ラ ン プ ２ ２ ２ が 点 灯 し た と き に 、 作 業 者 は 、 停 止 ボ タ ン を 操 作 す る 。 こ れ
に よ っ て 、 モ ー タ １ ５ １ が 停 止 し ス テ ー ジ 昇 降 機 構 １ ５ ０ が 動 作 を 停 止 し 、 ス テ ー ジ １ ４
０ は そ の と き の 位 置 に 停 止 し 、 図 １ ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 集 合 基 板 ２ １ が メ タ ル マ ス ク ３
２ の 下 面 に 最 適 に 接 触 し た 状 態 と な る 。 即 ち 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ の 高 さ は 、 ラ ン プ ２ ２ ２ が
点 灯 し た こ と に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 続 い て 、 ス キ ー ジ 機 構 １ ６ ０ を 動 作 さ せ ス キ ー ジ １ ６ １ を メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 上 面 に 押
し 当 て つ つ 左 右 に 移 動 さ せ る 。 合 成 樹 脂 が メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 開 口 内 に 刷 り 込 む よ う に し
て 落 と し 込 ま れ 、 合 成 樹 脂 部 １ ３ が 全 部 の 半 導 体 チ ッ プ １ ２ に 対 し て 一 括 し て 印 刷 さ れ て
全 部 の 半 導 体 チ ッ プ １ ２ が 一 括 し て 封 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ を 最 適 位 置 に 停 止 さ せ る に は 、 作 業 者 は ラ ン プ ２ ２ ２ が 点 灯 し
た こ と を 確 認 し て 停 止 ボ タ ン を 操 作 す る だ け で よ い た め 、 作 業 が し 易 く 、 時 間 も か か ら ず
、 作 業 性 が 良 い 。 し か も 、 作 業 者 の 技 能 の 程 度 に 影 響 さ れ な い で 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ を 最 適
位 置 に 停 止 さ せ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に は 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ の 停 止 高 さ 位 置 の ば ら つ き が 少 な く 、 図 １ ３ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） に
示 す 状 態 が 起 き に く く 、 合 成 樹 脂 の 印 刷 精 度 は 高 く な り 、 ま た 、 メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 寿 命
が 無 用 に 短 く な っ て し ま う こ と も 起 き な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 の 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ を メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 下 面 に 設 け て 、 上 昇 し て き た
ス テ ー ジ １ ４ ０ が 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ に 接 触 す る よ う に し て も よ い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ に な る 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ Ａ を 示 す 。 図 ４ 中 ， 図 １ に
示 す 構 成 部 分 と 同 じ 部 分 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ Ａ は 、 図 １ 中
の 報 知 装 置 ２ ２ ０ に 代 え て 、 上 昇 す る ス テ ー ジ １ ４ ０ が 最 適 高 さ に 到 っ た こ と を 検 知 す る
検 知 回 路 ２ ３ ０ が 設 け て あ り 、 こ の 検 知 回 路 ２ ３ ０ か ら の 検 知 信 号 が 制 御 回 路 １ ９ ０ Ａ に
供 給 さ れ て 、 制 御 回 路 １ ９ ０ Ａ が 駆 動 回 路 ２ １ ０ の 動 作 を 自 動 的 に 停 止 さ せ る 構 成 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 検 知 回 路 ２ ３ ０ は 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ に 接 続 し て あ る 電 源 ２ ３ １ と 、 メ タ ル マ ス ク ３ ２ と
接 続 し て あ り 他 端 が 抵 抗 Ｒ を 介 し て 接 地 し て あ る 電 線 ２ ３ ２ と 、 抵 抗 Ｒ の 端 か ら 引 き 出 さ
れ て 制 御 回 路 １ ９ ０ Ａ の 入 力 ポ ー ト １ ９ １ に 接 続 し て あ る 電 線 ２ ３ ３ と よ り な る 構 成 で あ
る 。 ス テ ー ジ １ ４ ０ 上 の 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ と メ タ ル マ ス ク ３ ２ と が ス イ ッ チ と
し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 操 作 パ ネ ル １ ８ ０ Ａ の ボ タ ン を 操 作 す る と 、 制 御 回 路 １ ９ ０ Ａ に よ っ て 駆 動 回 路 ２ １ ０
が 動 作 さ れ 、 モ ー タ １ ５ １ が 駆 動 さ れ て ス テ ー ジ 昇 降 機 構 １ ５ ０ が 動 作 さ れ 、 ス テ ー ジ １
４ ０ が 上 昇 す る 。 ス テ ー ジ １ ４ ０ が 低 い 位 置 に 位 置 し て い る 間 は 、 上 記 ス イ ッ チ は 開 状 態
に あ り 、 入 力 ポ ー ト １ ９ １ の 電 位 は Ｌ で あ り 、 制 御 回 路 １ ９ ０ Ａ は 駆 動 回 路 ２ １ ０ を 動 作
状 態 に 保 つ 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ー ジ １ ４ ０ が 上 昇 し て 、 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ が メ タ ル マ ス ク ３ ２ に 接 触 す
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る と 、 検 知 回 路 ２ ３ ０ の ス イ ッ チ が 閉 じ 、 入 力 ポ ー ト １ ９ １ の 電 位 が Ｈ と な り 、 制 御 回 路
１ ９ ０ Ａ は 駆 動 回 路 ２ １ ０ の 動 作 を 停 止 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 モ ー タ １ ５ １ が 停 止 し ス
テ ー ジ 昇 降 機 構 １ ５ ０ が 動 作 を 停 止 し 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ は そ の と き の 位 置 に 停 止 し 、 図 １
３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 集 合 基 板 ２ １ が メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 下 面 に 最 適 に 接 触 し た 状 態 と な
る 。 即 ち 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ の 高 さ は 、 検 知 回 路 ２ ３ ０ の 検 知 動 作 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 制 御 回 路 １ ９ ０ Ａ は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で 構 成 し て あ り 、 図 ５ に 示 す よ う に 動 作 す る
。 即 ち 、 操 作 パ ネ ル が 操 作 さ れ た と 判 断 す る と 、 駆 動 回 路 ２ １ ０ を 動 作 さ せ る （ Ｓ Ｔ １ ，
Ｓ Ｔ ２ ） 。 入 力 ポ ー ト １ ９ １ の 電 位 が Ｈ で は な い と 判 断 し て い る 間 は 、 駆 動 回 路 ２ １ ０ を
動 作 さ せ 続 け 、 入 力 ポ ー ト １ ９ １ の 電 位 が Ｈ で あ る と 判 断 す る と 、 駆 動 回 路 ２ １ ０ の 動 作
を 停 止 さ せ る （ Ｓ Ｔ ３ ， Ｓ Ｔ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ Ａ に よ れ ば 、 作 業 者 の 技 能 の 程 度 に 影 響 さ れ な い で 、 ス テ
ー ジ １ ４ ０ を 最 適 位 置 に 停 止 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 更 に は 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ の 停 止 高
さ 位 置 の ば ら つ き が 少 な く 、 図 １ ３ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） に 示 す 状 態 が 起 き に く く 、 合 成 樹 脂 の
印 刷 精 度 は 高 く な り 、 ま た 、 メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 寿 命 が 無 用 に 短 く な っ て し ま う こ と も 起
き な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 の 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ を メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 下 面 に 設 け て 、 上 昇 し て き た
ス テ ー ジ １ ４ ０ が 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ に 接 触 す る よ う に し て も よ い 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ に な る 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ Ｂ を 示 す 。 図 ６ 中 ,図 ４ に
示 す 構 成 部 分 と 同 じ 部 分 に は 同 じ 符 号 を 付 す 。 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ Ｂ は 、 図 ４ に
示 す 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ Ａ と 比 較 し て 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ 上 の 構 造 が 相 違 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ 上 は 、 金 属 ブ ロ ッ ク １ ４ ４ ， １ ４ ５ を 除 去 し 、 位 置
決 め ピ ン １ ４ ３ に 代 え て 、 位 置 決 め ピ ン １ ４ ３ Ｂ を 備 え た 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 位 置 決 め ピ ン １ ４ ３ Ｂ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 位 置 決 め ピ ン 本 体 ２ ４ ０ と 、 ピ ン ２ ４ １
と 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ２ ４ ２ と を 組 み 合 わ せ て な る 構 造 で あ る 。 位 置 決 め ピ ン 本 体 ２ ４ ０ は
、 筒 形 状 で あ り 、 図 ２ 中 の 位 置 決 め ピ ン １ ４ ３ と 同 じ 径 及 び 高 さ 寸 法 を 有 す る 。 ピ ン ２ ４
１ は 、 下 部 に フ ラ ン ジ 部 ２ ４ １ ａ を 有 し 、 位 置 決 め ピ ン 本 体 ２ ４ ０ の 内 部 に 設 け て あ り 、
圧 縮 コ イ ル ば ね ２ ４ ２ に よ っ て 押 し 上 げ ら れ て 、 位 置 決 め ピ ン 本 体 ２ ４ ０ か ら 上 方 に 突 き
出 し て い る 。 ピ ン ２ ４ １ は 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ２ ４ ２ を 圧 縮 さ せ て 位 置 決 め ピ ン 本 体 ２ ４ ０
の 内 部 に 完 全 に 沈 み 込 む こ と が 可 能 で あ る 。 ピ ン ２ ４ １ は そ の フ ラ ン ジ 部 ２ ４ １ ａ が 位 置
決 め ピ ン 本 体 ２ ４ ０ の 天 板 部 に 当 る 位 置 ま で 押 し 上 げ ら れ て お り 、 ピ ン ２ ４ １ の 位 置 決 め
ピ ン 本 体 ２ ４ ０ の 上 面 か ら 上 方 に 突 き 出 し て い る 寸 法 ａ は 精 度 良 く 定 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ー ジ １ ４ ０ 上 の 位 置 決 め ピ ン １ ４ ３ Ｂ と メ タ ル マ ス ク ３ ２ と が ス イ ッ チ と し て 機 能
す る 。 制 御 回 路 １ ９ ０ Ｂ は 、 検 知 回 路 ２ ３ ０ か ら の 検 知 信 号 が 制 御 回 路 １ ９ ０ Ｂ に 供 給 さ
れ て か ら 所 定 時 間 Ｔ １ 経 過 し た 時 点 で 、 駆 動 回 路 ２ １ ０ の 動 作 を 自 動 的 に 停 止 さ せ る よ う
に 動 作 す る 。 こ の 所 定 時 間 Ｔ １ は 、 ピ ン ２ ４ １ が 位 置 決 め ピ ン 本 体 ２ ４ ０ か ら 上 方 に 突 き
出 し て い る 寸 法 ａ と ス テ ー ジ 昇 降 機 構 １ ５ ０ に よ っ て ス テ ー ジ １ ４ ０ が 上 昇 さ れ る 最 終 段
階 の 速 度 と に よ っ て 決 定 さ れ 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ が 距 離 ａ だ け 上 昇 す る に 要 す る 時 間 で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ Ｂ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 ９ （ Ａ ） は 、 集 合 基 板 ２ １ が そ の 穴 ２ １ ａ を 位 置 決 め ピ ン １ ４ ３ Ｂ に 嵌 合 さ せ て ス テ
ー ジ １ ４ ０ 上 に 搭 載 さ れ た 状 態 を 示 す 。 ピ ン ２ ４ １ は 集 合 基 板 ２ １ よ り も 上 方 に 突 き 出 し
て い る 。 操 作 パ ネ ル １ ８ ０ Ｂ の ボ タ ン を 操 作 す る と 、 制 御 回 路 １ ９ ０ Ｂ に よ っ て 駆 動 回 路
２ １ ０ が 動 作 さ れ 、 モ ー タ １ ５ １ が 駆 動 さ れ て ス テ ー ジ 昇 降 機 構 １ ５ ０ が 動 作 さ れ 、 ス テ
ー ジ １ ４ ０ が 上 昇 す る 。 ス テ ー ジ １ ４ ０ が 低 い 位 置 に 位 置 し て い る 間 は 、 上 記 ス イ ッ チ は
開 状 態 に あ り 、 入 力 ポ ー ト １ ９ １ の 電 位 は Ｌ で あ り 、 制 御 回 路 １ ９ ０ Ｂ は 駆 動 回 路 ２ １ ０
を 動 作 状 態 に 保 つ 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ー ジ １ ４ ０ が 上 昇 し て 、 図 ９ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ピ ン ２ ４ １ が メ タ ル マ ス ク ３ ２
に 接 触 す る と 、 検 知 回 路 ２ ３ ０ の ス イ ッ チ が 閉 じ 、 入 力 ポ ー ト １ ９ １ の 電 位 が Ｈ と な り 、
制 御 回 路 １ ９ ０ Ｂ は カ ウ ン ト を 開 始 し 、 駆 動 回 路 ２ １ ０ は 動 作 を 継 続 し 、 ス テ ー ジ 昇 降 機
構 １ ５ ０ は 動 作 し 続 け て ス テ ー ジ １ ４ ０ は 低 速 度 で 上 昇 し 続 け る 。 こ の と き 、 メ タ ル マ ス
ク ３ ２ に 当 っ て い る ピ ン ２ ４ １ は 、 圧 縮 コ イ ル ば ね ２ ４ ２ を 撓 ま せ つ つ 位 置 決 め ピ ン 本 体
２ ４ ０ 内 に 相 対 的 に 押 し 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 制 御 回 路 １ ９ ０ Ｂ は 、 上 記 の カ ウ ン ト を 開 始 し て か ら 所 定 時 間 Ｔ １ 経 過 し た 時 点 で 、 駆
動 回 路 ２ １ ０ の 動 作 を 停 止 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 モ ー タ １ ５ １ が 停 止 し ス テ ー ジ 昇 降 機
構 １ ５ ０ が 動 作 を 停 止 し 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ は そ の と き の 位 置 に 停 止 し 、 図 ９ （ Ｃ ） 及 び 図
１ ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 集 合 基 板 ２ １ が メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 下 面 に 最 適 に 接 触 し た 状 態 と
な る 。 即 ち 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ の 高 さ は 、 検 知 回 路 ２ ３ ０ の 検 知 動 作 を 基 準 に 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 制 御 回 路 １ ９ ０ Ｂ は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ で 構 成 し て あ り 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 動 作 す
る 。 即 ち 、 操 作 パ ネ ル が 操 作 さ れ た と 判 断 す る と 、 駆 動 回 路 ２ １ ０ を 動 作 さ せ る （ Ｓ Ｔ １
１ ， Ｓ Ｔ １ ２ ） 。 入 力 ポ ー ト １ ９ １ の 電 位 が Ｈ で は な い と 判 断 し て い る 間 は 、 駆 動 回 路 ２
１ ０ を 動 作 さ せ 続 け 、 入 力 ポ ー ト １ ９ １ の 電 位 が Ｈ で あ る と 判 断 す る と 、 タ イ マ を 起 動 さ
せ る （ Ｓ Ｔ １ ４ ） 。 時 間 Ｔ １ 経 過 し て タ イ ム ア ウ ト と な る と 、 駆 動 回 路 ２ １ ０ の 動 作 を 停
止 さ せ る （ Ｓ Ｔ １ ５ ， Ｓ Ｔ １ ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 １ ３ ０ Ｂ に よ れ ば 、 作 業 者 の 技 能 の 程 度 に 影 響 さ れ な い で 、 ス テ
ー ジ １ ４ ０ を 最 適 位 置 に 停 止 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 更 に は 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ の 停 止 高
さ 位 置 の ば ら つ き が 少 な く 、 図 １ ３ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） に 示 す 状 態 が 起 き に く く 、 合 成 樹 脂 の
印 刷 精 度 は 高 く な り 、 ま た 、 メ タ ル マ ス ク ３ ２ の 寿 命 が 無 用 に 短 く な っ て し ま う こ と も 起
き な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 位 置 決 め ピ ン １ ４ ３ Ｂ は 、 集 合 基 板 ２ １ の 搭 載 位 置 を 決 定 す る 役 割 と ス テ ー ジ １ ４ ０ を
最 適 位 置 に 停 止 さ せ る 役 割 と を 兼 ね 備 え て い る 。 よ っ て 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ 上 に は 、 位 置 決
め ピ ン １ ４ ３ Ｂ 以 外 に 、 ス テ ー ジ １ ４ ０ を 最 適 位 置 に 停 止 さ せ る た め の 他 の 部 品 を 設 け る
必 要 は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に な る 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク と 集 合 基 板 と ス テ ー ジ と を 対 応 さ せ て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 集 合 基 板 が ス テ ー ジ 上 に 搭 載 さ れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に な る 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ 中 、 制 御 回 路 １ ９ ０ Ａ の 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ に な る 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク と 集 合 基 板 と ス テ ー ジ と を 対 応 さ せ て 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 位 置 決 め ピ ン の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ の 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ６ 中 、 制 御 回 路 １ ９ ０ Ｂ の 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 １ １ 】 半 導 体 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 印 刷 時 の ス テ ー ジ と 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク と の 位 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ３ ２ 　 印 刷 用 メ タ ル マ ス ク
　 １ ３ ０ 、 １ ３ ０ Ａ ， １ ３ ０ Ｂ 　 真 空 合 成 樹 脂 印 刷 装 置
　 １ ３ １ 　 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ３ ５ 　 メ タ ル マ ス ク 固 定 部
　 １ ４ ０ 　 ス テ ー ジ
　 １ ４ ３ Ｂ 　 集 合 基 板 位 置 決 め ピ ン
　 １ ４ ４ ， １ ４ ５ 　 金 属 ブ ロ ッ ク
　 １ ５ ０ 　 ス テ ー ジ 昇 降 機 構
　 １ ６ ０ 　 ス キ ー ジ 機 構
　 １ ７ ０ 　 真 空 ポ ン プ
　 １ ９ ０ ， １ ９ ０ Ａ ， １ ９ ０ Ｂ 　 制 御 回 路
　 ２ ２ ０ 　 報 知 装 置
　 ２ ２ ２ 　 ラ ン プ
　 ２ ３ ０ 　 検 知 回 路
　 ２ ４ ０ 　 位 置 決 め ピ ン 本 体
　 ２ ４ １ 　 ピ ン
　 ２ ４ ２ 　 圧 縮 コ イ ル ば ね
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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